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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水滴を生成するための装置（１）であって、前記装置（１）は、
　滴発生器（１０）と、
　導水管への接続のための流入コネクタ（３）および流出コネクタ（４）を有する貫通ダ
クト（２）と、
　前記ダクト（２）および前記装置（１）のリザーバ（９）に接続する送水管（６、７、
８）を有するバルブ装置（５）と、
を備え、
　前記バルブ装置は、前記リザーバ（９）を所定の充填レベルまで充填するように提供さ
れ、
　前記装置（１）は、前記バルブ装置（５）および前記滴発生器（１０）を制御するため
の制御ユニット（２５）をさらに備え、
　前記リザーバ（９）は、前記装置（１）の前記滴発生器（１０）の穿孔されたメッシュ
（１１）によって一方側で閉鎖され、
　前記メッシュは、前記リザーバ内に存在する水によって覆われるように構成され、
　前記滴発生器の前記メッシュが振動するとき、前記装置（１）の水滴出口（１２）を形
成する前記メッシュは、滴を放出する、
装置（１）。
【請求項２】
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　前記リザーバには、前記メッシュから離隔して、かつ、前記リザーバの前記充填レベル
より上の点に圧力同等化開口（１９）が設けられている、
請求項１に記載の装置（１）。
【請求項３】
　前記ダクト（２）は、スロットル（２３）を備え、
　前記バルブ装置には、
　前記スロットルより前の前記ダクト（２）の上流の点（１６）で前記ダクト（２）に接
続する第１の送水管（６）と、前記スロットルの後ろの前記ダクト（２）の下流の点（１
７）で前記ダクトに接続する第２の送水管（７）と、前記リザーバ（９）につながる第３
の送水管（８）と、が設けられ、
　前記バルブ装置は、前記制御ユニット（２５）によって制御可能であり、
　前記バルブ装置（５）によって、前記バルブ装置の１つの位置において、前記第１の送
水管（６）と前記第２の送水管（７）とを互いに接続しながら、このバルブ位置において
、前記第３の送水管（８）が前記第１および第２の送水管から切断され、
　前記バルブ装置の第２の位置において、前記第３の送水管（８）およびそれゆえ前記リ
ザーバ（９）を前記ダクト（２）に接続する、
請求項１または２に記載の装置（１）。
【請求項４】
　前記バルブ装置は、前記バルブ装置（５）によって前記第１の送水管（６）と前記第３
の送水管（８）とを接続することによって、前記バルブ装置の第２の位置において、前記
第３の送水管（８）およびそれゆえ前記リザーバ（９）を前記ダクト（２）に接続する、
請求項３に記載の装置（１）。
【請求項５】
　前記リザーバ内の水の前記所定の充填レベルを検出するように構成されるレベル検出器
（１５、２５）を備える、
請求項１から４のいずれかに記載の装置（１）。
【請求項６】
　前記レベル検出器は、第１の充填レベル電極と、第２の充填レベル電極と、を備え、前
記リザーバ内の水の導電率の測定値を提供する、
請求項５に記載の装置（１）。
【請求項７】
　前記レベル検出器は、さらなる充填レベルを検出するために提供および配置される第３
の電極（１８）を備える、
請求項６に記載の装置（１）。
【請求項８】
　前記第２の充填レベル電極は、前記メッシュ（１１）自体によって提供される、
請求項６または７に記載の装置（１）。
【請求項９】
　センサ信号によって前記リザーバ内の水のゼロレベルを検出する低レベルのセンサが提
供される、
請求項１から８のいずれかに記載の装置（１）。
【請求項１０】
　前記低レベルの検出器は、前記メッシュ（１１）を備える、
請求項９に記載の装置（１）。
【請求項１１】
　前記圧力同等化開口（１９）には、空気透過性かつ粒子非透過性の閉鎖物が設けられて
いる、
請求項２に記載の装置（１）。
【請求項１２】
　前記閉鎖物は、疎水性膜である、
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請求項１１に記載の装置（１）。
【請求項１３】
　前記バルブ装置から前記リザーバにつながる前記送水管（８）は、前記リザーバに入る
水が前記リザーバ内の前記メッシュの面を洗浄するように、前記水を導く前記リザーバの
位置で終了する、
請求項１から１２のいずれかに記載の装置（１）。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれかに記載の装置（１）の動作方法であって、
　加湿要求に応じて、前記リザーバ（９）は、前記バルブ装置（５）を制御することによ
って、前記ダクト（２）からの水で前記充填レベルまで充填され、
　前記充填レベルに到達した後、前記バルブ装置は、前記リザーバへのさらなる給水を停
止し、
　前記バルブ装置は、前記ダクトからの水によって、継続的または定期的に浄化され、
　水滴は、前記メッシュを振動駆動することによって、前記リザーバ内に含まれる前記水
から生成される、
方法。
【請求項１５】
　前記リザーバは、進行中の加湿要求に応じて再充填される、
請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記リザーバは、前記リザーバ内の前記水のレベルが、前記リザーバ内に配置される追
加の充填レベル電極（１８）によって検出可能な追加の低い充填レベルに到達するとき、
再充填される、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記リザーバ内の前記水が完全に使い果たされた後、加湿要求がもはや存在しないとき
、前記リザーバが空のままである間、浄化のみが継続される、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　部屋またはキャビネットまたはテラリウムのような、いくつかの区画（３０～３３）の
加湿または断熱冷却のためのシステムであって、前記システムは、
　前記いくつかの区画につながる導水管（２０）と、
　前記導水管（２０）に直列に接続され、滴を前記区画のそれぞれに放出するように構成
される請求項１から１３のいずれかに記載の装置（１）と、
を備え、
　前記装置（１）は、少なくとも１つの加湿センサ（３５）を備え、
　前記加湿センサ（３５）は、その信号を前記装置（１）の対応する制御装置に送信する
ことによって、１つまたは複数の装置（１）を制御する、
システム。
【請求項１９】
　前記装置（１）は、区画ごとに１つの加湿センサ（３５）を備える、
請求項１８に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水滴を生成する装置、この種の装置を動作する方法、および、この種の装置
を用いた区画の加湿システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　水の蒸発による空気加湿の周知の装置が存在する。分散される空気加湿のための微細に
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霧化された水滴を用いることも同様に考察されてきた（１６．ステータスセミナー「Ｆｏ
ｒｓｃｈｅｎ　ｕｎｄ　Ｂａｕｅｎ　ｉｍ　Ｋｏｎｔｅｘｔ　ｖｏｎ　Ｅｎｅｒｇｉｅ　
ｕｎｄ　Ｕｍｗｅｌｔ」、２０１０年９月２日／３日、Ｃｈ．Ｖｏｇｅｌ、Ｄｒ．Ａ．Ｇ
ｒｕｅｎｉｇｅｒ、Ｄｒ．Ｂ．Ｗｅｌｌｉｇ、「Ｅｉｎ　ｂｅｈａｇｌｉｃｈｅｓ　Ｒａ
ｕｍｋｌｉｍａ　ｄｕｒｃｈ　ｄｉｒｅｋｔｅ　ａｄｉａｂａｔｅ　Ｒａｕｍｌｕｆｔｂ
ｅｆｅｕｃｈｔｕｎｇ　ｍｉｔ　Ｔｒｏｐｆｅｎ（ＤＡＲＴ）」）。しかしながら、この
概念は、今まで日常使用に合う現実的な装置では用いられていなかった。国際公開第２０
０８／１０００７７号（ＷＯ２００８／１０００７７Ａ１）は、建物の水道管に接続され
た内蔵型加湿器を示す。この加湿器は、リザーバの底で圧電セラミック振動器を用いて、
リザーバから上昇し、リザーバより上に排出される霧化された水を提供する。加湿器が停
止し、所定量の水がリザーバ内に残るときの細菌を防止するために、リザーバ内の水を除
去する乾燥器が示唆される。国際公開第２０１０／０１５１２４号（ＷＯ２０１０／０１
５１２４Ａ１）は、リザーバと、リザーバの底の超音波トランスデューサと、リザーバか
ら上向きに延在するミスト案内ダクトと、を有する他の加湿器を示す。米国特許出願公開
第２００２／０１６３０９０号明細書（ＵＳ２００２／０１６３０９０Ａ１）および特開
２００６－２９２２４９号公報も同様に加湿器を示す。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　それゆえ、本発明によって解決される課題は、改良された加湿器を提供することにあり
、特に、コストおよびエネルギー効率的かつ衛生的に危険でなく、部屋または他の区画の
加湿を、非常に小さい水滴で提供することにあり、この加湿器は、キャビネット、例えば
部屋および他の区画内に永久的に設置されるように構成され、設置のライフサイクルが長
いため、日常使用に適している。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題は、本発明による装置およびシステムによって解決される。
【０００５】
　装置は、導水管への接続のための流入コネクタおよび流出コネクタを有する貫通ダクト
と、前記ダクトおよび装置のリザーバに接続する送水管を有するバルブ装置と、を備え、
前記バルブ装置は、リザーバを所定の充填レベルまで充填するように提供され、リザーバ
は、装置の滴発生器の穿孔された膜またはメッシュによって、それぞれ、一方側で閉鎖さ
れ、メッシュは、メッシュの一方側で、前記リザーバ内に存在する水によって覆われるよ
うに構成され、滴発生器のメッシュが振動するとき、装置の水滴出口を形成するメッシュ
は、メッシュの他方側から滴を放出し、装置は、バルブ装置および滴発生器を制御するた
めの制御ユニットをさらに備える。
【０００６】
　この種の装置は、メッシュの滴発生器を、リザーバに対する出入口を有する貫通ダクト
および制御されるバルブ装置と組み合わせて有し、結果として、この種の装置が区画、特
に部屋の壁または屋根に設置されるとき、水漏れを確実に回避できるとともに、衛生的な
問題を引き起こしうる量の残存水を確実に回避できる装置になることが明らかである。部
屋またはキャビネットまたはテラリウムのようないくつかの区画の加湿または断熱冷却の
ためのシステム内で用いられるとき、いくつかの区画につながる閉リングの導水管を備え
、この種の装置は、制御されかつ安全な、区画の加湿を可能にする。装置は、送水管に直
列に接続され、滴を区画のそれぞれに放出するように構成される。少なくとも１つの加湿
センサおよび特に区画ごとに１つの加湿センサによって、１つまたは複数の装置の制御が
可能になる。
【０００７】
　好適実施形態では、リザーバには、メッシュから離隔して、かつ、リザーバの充填レベ
ルより上の点に圧力同等化開口が設けられている。この種の開口によって、メッシュの過
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剰圧力を受動的に回避することができ、それゆえ、非常に確実にかつバルブ制御と独立し
てこの機能を実行する。メッシュの過剰圧力によって、水が大きい水滴によってメッシュ
から落下しうるので、視覚的に水として検出されうる、または、区画内の家具または物品
に損害を与えるおそれがある。メッシュ自体もまた、過剰圧力によって損害が与えられ、
その寿命が低下するおそれがある。装置およびシステムは、好適実施形態によってこの点
で改善される。
【０００８】
　さらなる好適実施形態では、装置は、送水管を洗浄することを可能にし、このためにダ
クト内にスロットルを備え、バルブ装置には、スロットルより前のダクトの上流の点でダ
クトに接続する第１の送水管と、スロットルの後ろのダクトの下流の点でダクトに接続す
る第２の送水管と、リザーバにつながる第３の送水管と、が設けられ、バルブ装置は、制
御ユニットによって制御可能であり、バルブ装置の１つの位置において、第１の送水管と
第２の送水管とをバルブ装置内で接続し、第３の送水管が第１および第２の送水管から切
断され、バルブ装置の第２の位置において、第３の送水管をダクトに接続する。バルブ装
置の送水管を洗浄することは、衛生的な危険が装置およびシステムによって常に引き起こ
され得ないことを保証する。
【０００９】
　装置および特にそのバルブ装置が、リザーバ内の水の所定の充填レベルを検出するよう
に構成されるレベル検出器を備えることがさらに好ましい。これによって、リザーバ内の
水量が、メッシュにかかるリザーバの水圧に関して安全側にあるように制御し、それゆえ
メッシュの寿命を最適化することができる。好適実施形態では、レベル検出器は、第１の
充填レベル電極および第２の充填レベル電極とともに機能し、前記リザーバ内の水の導電
率の測定値を提供する。特に空のレベルと完全なレベルとの間の追加の充填レベルは、さ
らなる充填レベルを検出するために提供および配置される第３の電極によって提供されて
もよい。好適実施形態は、第２の充填レベル電極として金属メッシュまたは金属化メッシ
ュを用いる。一方、装置およびシステムの完全な制御のために、低レベルのセンサは、セ
ンサ信号によって前記リザーバ内の水のゼロレベルを検出するために提供され、特に、低
レベルの検出器がメッシュを備えることが好ましい。
【００１０】
　リザーバ内の水の汚染のいかなる可能性も回避するために、過剰圧力の開口を有する実
施形態では、この種の開口には、空気透過性かつ粒子非透過性の閉鎖物、特に疎水性膜が
設けられる。さらなる好適実施形態では、水をバルブ装置からリザーバに提供する送水管
は、メッシュがリザーバに入る水によって洗浄可能な位置でリザーバに開口する。これに
よって、リザーバが充填されるとき、この洗浄水によって、メッシュ上に存在しうる気泡
を取り除くことができる。
【００１１】
　本発明のさらなる態様は、請求項１２に従って装置を動作する方法である。したがって
、加湿要求に応じて、または、水滴による断熱冷却のための要求に応じて、例えば、区画
内の空気が湿度閾値未満であるという信号を制御装置に送信するセンサ信号によって、リ
ザーバは、バルブ装置を制御することによって、ダクトからの水で充填レベルまで充填さ
れる。充填レベルに到達した後、バルブ装置は、リザーバへのさらなる給水を停止し、バ
ルブ装置は、ダクトからの水によって、継続的または定期的に浄化され、水は、ダクトか
ら送水管を通り、送水管は、ダクトからバルブ装置につながり、そこからダクトに戻り、
水滴は、メッシュを振動駆動することによって、リザーバ内に含まれる水から生成される
。
【００１２】
　リザーバの水が完全に使い果たされた後、進行中の加湿要求があるか否かに応じて、充
填および滴生成のステップのいずれかが繰り返される、または、リザーバが空のままであ
る間、送水管およびバルブ装置の浄化のみが継続される。
【００１３】
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　他の有利な実施形態は、従属請求項および以下の好適実施形態の説明において記載され
る。
【００１４】
　以下の詳細な説明から、本発明は、よりよく理解され、上述した以外の目的が明らかに
なる。この種の説明は、添付の図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に従う装置、システムおよび方法によって加湿または冷却されるいくつか
の区画を概略的に示す。
【図２】本発明に従う装置の一実施形態を概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、４つの区画を示す。この種の区画は、建物の部屋でもよく、例えば仕事部屋ま
たは居間でもよい。区画は、加湿されるおよび／または断熱冷却によって冷却される食品
用の陳列棚、テラリウム、冷蔵庫または他の任意の区画でもよく、加湿および／または冷
却は、水滴の非常に微細なミスト、または換言すれば噴霧（ｎｅｂｕｌｉｚｅ）された水
または霧化（ａｔｏｍｉｚｅ）された水によって達成可能である。
【００１７】
　区画の数、例えば部屋の数は、もちろん制限されるものではない。後述するように、１
つの区画のみが加湿されてもよいし、非常に多数の区画が加湿されてもよい。扉および窓
および区画の他の特徴は、図面を単純にするために示されない。水源からもたらされ、加
湿されるすべての部屋につながる導水管２０が示される。水は、水道水とすることもでき
るし、または、好ましくは、オゾン化または紫外線によって追加で処理されてもよい、お
よび／または、銀イオンで処理されてもよい純水とすることもできる。水は、導管２０内
を矢印方向Ｗに流れる。
【００１８】
　加湿装置１は、この導管内に配置され、この種の装置のための一例を示す図２に関して
後述されるように、導管と直列に接続される。したがって、各装置１は、導管との直列接
続のために、導管から入る水のための入口接続と、装置から流出し、導管に戻る水のため
の出口接続と、を有する。電力供給もまた、各装置に接続される。電力供給は、装置ごと
に個別でもよいし、図示のように、区画を通ってつながる電力供給ケーブル２２によって
提供されてもよい。好ましくは、装置のための供給電圧は、低電圧であり、この低電圧が
危険ではないので、大部分の国におけるケーブルは、給水配管に結合される。電力供給に
加えて、この種のケーブル２２は、各装置の制御装置に接続される電気制御線を備えても
よい。
【００１９】
　湿度用のセンサ３５は、好ましくは、各区画内に存在する。区画の１つにおいてセンサ
３５から装置１に向けられた矢印によって示されるように、センサ３５は、無線で各装置
１の制御装置に接続されてもよい。接続は、ブルートゥース接続でもよい。または、セン
サは、ケーブル２２に電気的に接続され、それゆえ、対応する装置１の制御装置にワイヤ
で接続されてもよい。例えば図２に示されるように、センサ３５は、装置１の一部でもよ
い。好ましくは、各区画は、その同一区画の装置１に接続されているセンサ３５を有する
。１つのセンサが、２つ以上の装置１のために提供され、これらの２つ以上の装置１が、
同一のセンサ信号または加湿要求にそれぞれ応答してもよい。
【００２０】
　各装置１は、噴霧された水のための出口１２を有する。「噴霧される」という用語の代
わりに、「霧化される」という用語も同様に用いられる。「滴」という用語は、本願明細
書では、マイクロホールをそれぞれ有するメッシュまたは膜の振動によって生成される非
常に微細な水滴のために用いられる。この技術は、吸入目的のための医療用噴霧器から特
に公知である。多数の非常に微細なホールを有するメッシュが提供される。メッシュの一
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方側に、液体（本発明では単なる水）が存在し、ホールは非常に微細であるので、水は静
止したメッシュを通過しない。しかしながら、メッシュが数キロヘルツで振動するとき、
細かい水滴は、メッシュを通過し、非常に小さいサイズを有する水滴のミストとしてメッ
シュの他方側に出る。この種の穿孔された膜またはメッシュのそれぞれ、および、圧電性
の振動手段および振動を提供するための発電機は、当業者に公知であり、市場で利用可能
である。メッシュ、圧電ドライバおよび発電機回路は、これらの部分およびこれらの接続
が公知であるので、本願明細書では詳細に説明されない。
【００２１】
　図２は、装置１の１つを概略的により詳細に示す。図示のダクト２は、ダクトまたは装
置の入口コネクタ３からそれぞれダクトまたは装置の出口コネクタ４まで装置１を通って
水を通過させる。装置１およびそれゆえダクト２を導水管２０に接続するためのコネクタ
は、単に概略的に参照番号３、４によって描写される。これは、標準的な送水管コネクタ
とすることができる。それゆえ、水は、導管２０からこの導管内に存在する圧力下で、方
向Ｗで、コネクタ３を通りダクト２に入り、水は、ダクトからコネクタ４を介して導管２
０に出る。ダクト２から、送水管６は、その開口１６でダクト２に接続され、単なる箱に
よって概略的に示されるバルブ装置５につながる。破線は、バルブ装置５により提供され
る異なる水流方向を示し、以下で説明される。バルブ装置５から、もう１つの送水管７は
、ダクト２に戻り、そこの開口１７でダクト２に接続される。第３の送水管８は、バルブ
装置５からリザーバ９につながる。バルブ装置５は、制御装置２５と呼ばれる装置１の制
御回路によって制御される。これは、当業者に公知のマイクロコンピュータに基づく制御
回路とすることができる。制御装置２５および電力供給エネルギーを必要とする装置１の
他の構成要素は、上述した電気線２２によって供給される。制御線２２’を介して入る外
側の制御信号が処理される場合、これは、制御装置２５によって同様に行われる。それゆ
え、制御装置は、信号をセンサ３５から受信することができるか、または、上述したよう
にこの種のセンサ信号を無線で受信することができる。この場合、制御装置２５は、本実
施形態では図示されない装置１の無線受信機に接続される。制御装置は、装置１の滴出口
１２を提供するメッシュ１１を含む滴発生器１０の起動および停止を同様に制御する。
【００２２】
　リザーバ内に含まれる水が噴霧され、メッシュの出口側１２で装置１から出るように、
メッシュ１１は、リザーバ９の一部を形成する。
【００２３】
　バルブ装置５が、送水管６を送水管８に接続するとともに、送水管７を遮断するように
、制御装置２５を介してバルブ装置５を制御することによって、リザーバ９は、充填され
る。それゆえ、導管２０から供給されるダクト２からの水は、リザーバ９に充填される。
好ましくは、送水管８は、メッシュ１１の近傍でリザーバ９内につながるので、メッシュ
の面は、送水管８を介してリザーバに入る水によって洗浄される。充填は、図の破線によ
って示される上の充填レベルＦまでしか許容されない。過剰充填を回避するために、少な
くとも１つのセンサが提供され、このセンサは、好ましくは、上の充填レベルに到達する
ことを抵抗測定によって検出できるように、下方電極および上方電極を備える。水が下方
充填レベル電極と上方充填レベル電極との間に存在するとき、抵抗測定は、電極を接続す
る水がない場合より低い値を与える。図示の実施形態では、下方電極は、少なくとも部分
的に導電性のメッシュ１１自体によって提供されるので、充填レベル電極として機能して
もよい。上方電極１５は、リザーバ９内の金属部分である。電極１１、１５の両方は、制
御装置２５に接続され、制御装置２５は、抵抗測定を行い、それゆえ、最大充填レベルに
到達するときを検出することができる。中間電極１８も同様に提供されてもよい。この電
極１８もまた制御装置２５により用いられ、下方電極１１と電極１８との間の抵抗を測定
する。
【００２４】
　水がリザーバ９の最大充填レベルＦに到達するとき、制御装置２５は、バルブ装置５を
制御し、送水管８を送水管６から切断するので、さらなる水は、リザーバに入らない。次
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に、制御装置２５は、滴発生器１０を起動し、メッシュ１１を振動させるので、水のミス
トは、出口１２で装置１から出る。それゆえ、それぞれの区画内の空気には、区画の空中
で蒸発する極めて微細な水滴が提供される。それゆえ、区画は、加湿および冷却される。
リザーバ９内の水が完全に使い果たされた後、より多くの加湿が必要であるという信号と
して制御装置が解釈するセンサ３５によるメッセージを制御装置２５が依然受信する場合
、リザーバを充填するステップが繰り返されてもよい。次に、充填されたリザーバは、同
様にその内容物を噴霧することによって空にされる。中間電極１８による好適な追加の充
填レベル検出が存在する場合、センサ３５による加湿要求が制御装置２５によって検出さ
れる間、リザーバを完全に空にする必要はない。リザーバの充填レベルが電極１８に到達
したとき、リザーバは、すでに充填可能になる。それゆえ、加湿要求が存在する限り、リ
ザーバ９は、空にならない。この種の要求がもはや存在しなくなった後にのみ、リザーバ
は、完全に空にされる。
【００２５】
　リザーバが空にされ、さらなる加湿が必要でないとき、加湿のための新規な要求が制御
装置２５によって認識されるまで、リザーバは、水が空のままにされる。この場合、その
後、リザーバは充填され、噴霧が再開される。実際の加湿が必要でないとき、リザーバ９
が空に保たれることは、装置１の操作の好適な態様である。このようにして、残留水は、
リザーバ９内に存在しないか、または、ほとんど存在せず、それゆえ、水の衛生的な特性
に対する懸念がなくなる。
【００２６】
　リザーバが上述したように充填されるとき、制御装置２５は、バルブ装置５を制御し、
送水管６（送水管８およびリザーバにそれぞれもはや接続されていない）は、次に送水管
７に接続され、送水管６、バルブ装置５および次に送水管７に入る水は、ダクト２を介し
て装置から出て、流出コネクタ４に接続されている導管２０に流れる。これによって、送
水管６、７およびバルブ装置は、流入コネクタ３から入る導管２０からの新鮮な水によっ
て、（リザーバ９が充填されているときを除き）常に清掃される。これは、送水管６、７
およびバルブ装置内にたまる残留水に対するあらゆる懸念も同様に解消する。リザーバが
その内容物を噴霧することによって空にされた間、および、装置が空のリザーバにより「
停止した」状態にあり、センサ３５からの信号によってトリガされるような噴霧を求める
新規な要求を待つ間、新鮮な水の流れが発生する。もちろん、図示されない主要の制御装
置は、リザーバ９の充填および噴霧も同様に、例えば、各装置に接続されている信号線２
２’を介してトリガしてもよい。これは、すべての装置１を有するシステム全体が機能的
な制御のために起動される場合に当てはまってもよい。
【００２７】
　リザーバ９には、好ましくは、圧力同等化開口１９が設けられ、圧力同等化開口１９は
、リザーバにおいて、メッシュ１１から離隔して、かつ、最大充填レベルより上に設けら
れている。この開口１９は、充填中にメッシュ１１を過剰圧力から保護し、リザーバの水
圧があまりに高くなることを常に回避する。開口１９は、空気透過性かつ粒子非透過性の
閉鎖物によって、特に疎水性膜によって閉鎖されてもよく、リザーバのいかなる汚染を回
避することができる。
【００２８】
　ダクト２は、好ましくはスロットル２３を備え、バルブ装置がダクト２を迂回する送水
管６および７を接続するときおよび接続する間に、送水管６、７およびバルブ装置を通る
流れが常に存在することを確実にする。スロットルは、当業者に周知の任意のスロットリ
ング手段によって、例えば、より小さい直径を有する前記ダクト２の部分によって形成可
能である。
【００２９】
　リザーバ９は、リザーバ内に含まれるすべての水が噴霧されるように成形される。装置
を区画の壁に取り付けるか、または、天井に取り付けるかに応じて、リザーバは、リザー
バが確実に完全に空にできるように異なる形状を有してもよい。次に、取り付けに応じて
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、設置する人によって選択されなければならない２種類の装置が存在する。壁または天井
の取り付け位置に関係なく、メッシュが最低レベルに存在するようにリザーバを成形する
ことは可能であり、好ましい。この種のリザーバは、好ましく、図２に概略的に示される
。リザーバ９に異なる場所の２つのメッシュを設けることもでき、その結果、異なるメッ
シュは、装置の取り付け位置に応じて動作する。
【００３０】
　このように、水が非常に小さいホールを有するメッシュの振動によって噴霧される加湿
装置が示される。メッシュは、バルブ装置によって供給されるリザーバの一部であり、バ
ルブ装置は、水を、導管から装置内のいくつかの送水管を通り導管に戻すか、または、リ
ザーバに導くことができる。装置およびこの種の装置を備えるシステムによって、ほとん
ど視覚的に検出できない非常に微細な水のミストによって、部屋のような区画を加湿およ
び／または冷却することができる。システムおよび装置は、手入れがほとんど不要な永久
装置の一部であるように構成される。
【００３１】
　本発明の好適実施形態が図示および説明されてきたが、本発明がこれらに限定されるも
のではなく、以下の請求項の範囲内でさまざまに実施および実行されてもよいことを理解
されたい。

【図１】 【図２】
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